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化⽯燃料の燃焼で⽣じた⼆酸化炭素の 47%は海⽔中へと溶解する 
 
昨⽇のブログの続きである。 
 
世界は化⽯燃料の使⽤量が年々
増え、それに伴って発⽣する⼆酸
化炭素の量も増えている。その増
え⽅は後程グラフにて⽰すが、ま
ずは、化⽯燃料の使⽤量を⽰した
グラフ（右図）である。 
 
このグラフより昨⽇のブログの
⽅法に従って、化⽯燃料の燃焼に
より発⽣してくる⼆酸化炭素の
量を算出する。 
発⽣してくる⼆酸化炭素の全て
が⼤気中にとどまったとき、
1965 年の⼤気中⼆酸化炭素濃度
320ppm からの変化を⽰したの
が、右から２列⽬の結果である。 
昨⽇も議論したように、発⽣す
る⼆酸化炭素の⼀部（47%）は海
⽔に溶解する。そうすると、⼤気
中の濃度は最右列の値となる。 
 
この計算で得られた⼆酸化炭素
濃度が正しいかの確認をしたの
が右図である。図中に計算結果を
⽩抜き丸で書きこんでいる。グラ
フ的には妥当な結果となってい
る。 
 
 



ここで⽂献的な検証である。 
 
気象庁のホームページより 
https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/db/co2/knowledge/observation.html 
 
(1)表⾯海⽔中および⼤気中の⼆酸化炭素 
⼆酸化炭素濃度は、乾燥させた空気に対する⼆酸化炭素の存在⽐であり、体積の 100 万分
率の単位である ppm で表わしています。 また、⼤気と海洋の間でのやり取りされる⼆酸化
炭素の量を定量的に扱う場合には、⼆酸化炭素濃度の単位を圧⼒の単位で⽰します。 これ
を⼆酸化炭素分圧と呼び、µatm(100 万分の 1 気圧)で表わしています。 
⼆酸化炭素分圧 pCO2（µatm）は、⼆酸化炭素濃度 χCO2（ppm）気圧 P（atm）と飽和
⽔蒸気圧 e（atm）を⽤いて次の式で求めることができます。 
 

pCO2(µatm)＝(P−e )×χCO2 (ppm) 
 
海洋の⼆酸化炭素の⻩⼟の⻑期変化 
https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/data/shindan/sougou/pdf_vol2/1_4_1_vol2.pdf 
北⻄太平洋（東経 137 度線上の北緯 7〜33 度平均）における冬季の⼆酸化炭素濃度は、 
1984 年以降表⾯海⽔中では約 1.6ppm/年、⼤気中では約 1.8ppm/年の割合で増加している。 
この海域における⼆酸化炭素濃度は、全般に表⾯海⽔中よりも⼤気中の⽅が⾼く、全て 
の海域で表⾯海⽔が⼤気中の⼆酸化炭素を吸収していることを表している。表⾯海⽔中の 
⼆酸化炭素濃度は、増減を繰り返しながら徐々に増加する傾向にある。  
⼆酸化炭素濃度は、乾燥させた空気に対する⼆ 
酸化炭素の存在⽐であり、ppm（100 万分率）で 
表す。なお、⼤気と海洋の間での⼆酸化炭素の放 
出や吸収の量を扱う場合には、飽和⽔蒸気圧を考 
慮して濃度の単位を圧⼒の単位に変換する。これ 
を⼆酸化炭素分圧と呼び、・atm(100 万分の 1 気 
圧）で表す。⼆酸化炭素濃度χCO2（ppm）と⼆ 
酸化炭素分圧 pCO2（・atm）の関係は、気圧 P 
（atm）と飽和⽔蒸気圧 e（atm）を⽤いて次式で 
表される。 
pCO2 (・atm) ＝ ( P−e ) ×χCO2 (ppm) 
 
※ 1.8/(1.8+1.6)=0.53 となり、上記の⽐率と⼀致する。 


